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武　蔵　一　宮 （２）第二十九号

　当社の公式インスタグラムとnote（ノート）では民俗学者山崎敬子氏の文章に写真家の工
藤裕之氏の写真を加えたものを氷川風土記として連載しております。日曜日を基本として
配信し、令和６年３月24日に200回の節目を迎えました。

氷川
風土記



武　蔵　一　宮（３） 第二十九号

第
一
〇
一
回
絵
馬

第
一
〇
二
回
鎮
花
祭

第
一
〇
三
回
さ
く
ら

第
一
〇
四
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
祓
い
の
心

第
一
〇
五
回
天
之
冬
衣
神

第
一
〇
六
回
祝
子
祭

第
一
〇
七
回
鳥
居
と
コ
ク
ー
ン（
繭
）

第
一
〇
八
回
古
武
道

第
一
〇
九
回
祇
園
信
仰

第
一
一
〇
回
道
饗
祭

第
一
一
一
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の

　
子
孫
神
た
ち
と

　
　
仏
教
と
の
繋
が
り

第
一
一
二
回
夏
越
の
大
祓

第
一
一
三
回
茅（
ち
が
や
）

第
一
一
四
回
大
宮
の
麦

第
一
一
五
回
氷
川
丸

第
一
一
六
回
ス
サ
ノ
オ
と
自
然
災
害

第
一
一
七
回
ホ
タ
ル
の
伝
説

第
一
一
八
回
氷
川
神
社
と
祭
政
一
致
の
詔

第
一
一
九
回
東
游

第
一
二
〇
回
葛
飾
北
斎
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

第
一
二
一
回
菊

第
一
二
二
回
ス
サ
ノ
オ
と
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の

　
間
に
生
ま
れ
た
神
様

第
一
二
三
回
稲
田
姫
命
と
水
害

第
一
二
四
回
敬
老
の
心

第
一
二
五
回
力
石

第
一
二
六
回
氷
川
神
社
と
平
安
時
代

第
一
二
七
回
日
本
酒

第
一
二
八
回
稲

第
一
二
九
回
摂
社
と
末
社

第
一
三
〇
回
太
鼓
と
橋

第
一
三
一
回
神
嘗
祭

第
一
三
二
回
氷
川
神
と
氷
川
明
神

第
一
三
三
回
猪
目（
い
の
め
）

第
一
三
四
回
ご
朱
印
の
話
①

　
江
戸
時
代
の
氷
川
神
社

第
一
三
五
回
ご
朱
印
の
話
②　
大
祝

第
一
三
六
回
新
嘗
祭

第
一
三
七
回
大
湯
祭
前
斎

第
一
三
八
回
百
味
膳
と
福
種
銭

第
一
三
九
回
見
沼
の
伝
承

第
一
四
〇
回
文
豪
が
愛
し
た
大
宮

第
一
四
一
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
剣

第
一
四
二
回
課
題
婚
と
須
佐
之
男
命

第
一
四
三
回
天
孫
降
臨
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

第
一
四
四
回
節
分
祭
と
的
神
事

第
一
四
五
回
八
雲
紋
と
須
佐
之
男
命

第
一
四
六
回
と
し
ご
い
の
ま
つ
り

第
一
四
七
回
江
戸
時
代
の
氷
川
信
仰

第
一
四
八
回
ス
ギ

第
一
四
九
回
郷
神
楽

第
一
五
〇
回
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！

第
一
五
一
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
大
阪
万
博

第
一
五
二
回
鎮
花
祭

第
一
五
三
回
雅
楽
の
景
色

第
一
五
四
回
蛍（
前
編
）

第
一
五
五
回
蛍（
後
編
）

近
代
の
芸
術
家
た
ち
と
蛍

第
一
五
六
回
例
祭
の
変
化
と
走
り
馬
の
儀

第
一
五
七
回
武
道
の
話
①　
嘉
納
治
五
郎

第
一
五
八
回
氷
川
神
社
と
武
道
の
話
②

　
今
武
蔵
と
刀

第
一
五
九
回
道
饗
祭

第
一
六
〇
回
舞
殿

第
一
六
一
回
氷
川
神
ほ
た
る
鑑
賞
会

第
一
六
二
回
須
佐
之
男
命
へ
の
信
仰

第
一
六
三
回
夏
越
の
大
祓

第
一
六
四
回
茅

第
一
六
五
回
出
雲
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

第
一
六
六
回
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
古
代
日
本

第
一
六
七
回
須
佐
之
男
命
と
楠

第
一
六
八
回
明
治
元
年
か
ら
今
日
ま
で

第
一
六
九
回
例
祭
と
近
代
の
勅
祭
社

第
一
七
〇
回
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
氷
川
丸

第
一
七
一
回
料
亭
文
化
と
氷
川
神
社

第
一
七
二
回
氷
川
神
社
と
南
極
観
測

第
一
七
三
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
鉄

第
一
七
四
回
氏
子
と
一
体
の
お
祭
り
と小

麦
文
化

「
朝
ま
ん
じ
ゅ
う
、
昼
う
ど
ん
」

第
一
七
五
回
祝
日
と
し
て
の
敬
老
の
心

第
一
七
六
回
秋
分
祭

第
一
七
七
回
北
斎
の
弟
子
が
描
く

　
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

第
一
七
八
回
抜
穂
神
事
～
稲
穂
と
感
謝

第
一
七
九
回
大
宮
見
沼
と
蛍

第
一
八
〇
回
隠
れ
た
場
所
に
あ
る
八
雲
紋

第
一
八
一
回
観
月
雅
楽
演
奏
会

第
一
八
二
回
隠
れ
た
場
所
に
あ
る
八
雲
紋

～
回
答
～

第
一
八
三
回
明
治
節
と
明
治
祭

第
一
八
四
回
新
嘗
祭
と
敬
神
講
社
大
祭

第
一
八
五
回
御
朱
印
に
み
る
明
治
時
代
の
大
宮

第
一
八
六
回
大
湯
祭
と
前
斎

第
一
八
七
回
自
然
の
恵
み
と
百
味
膳

第
一
八
八
回
蘇
民
祭
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

第
一
八
九
回
お
み
く
じ

第
一
九
〇
回
神
々
と
心

第
一
九
一
回
元
始
祭
と
太
安
万
侶

第
一
九
二
回
時
を
告
げ
る
音
色

第
一
九
三
回
節
分

第
一
九
四
回
的
神
事

第
一
九
五
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
へ
の

信
仰
と
伝
承

第
一
九
六
回
蘇
民
祭
と
蘇
民
将
来

第
一
九
七
回
祈
り
と
感
謝
と
祭
政
一
致

第
一
九
八
回
浦
安
の
心

第
一
九
九
回
江
戸
時
代
の
氷
川
信
仰

第
二
〇
〇
回
こ
れ
ま
で
の
二
千
五
百
年
、

こ
れ
か
ら
の
二
千
五
百
年
。



第二十九号 武　蔵　一　宮 （４）

　
節
分
は
本
来
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
事
を
指
し
ま
し
た
が
、
暦
上
の
初
日
で
あ
る
立
春
の
前
日
が
、
冬
か
ら
春
に
変
わ
る

い
わ
ゆ
る
大
晦
日
の
日
と
し
て
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。宮
中
で
は
大
晦
日
の
夜
に
、中
国
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
、

見
え
な
い
鬼
を
方
相
氏
が
駆
逐
す
る
追
儺
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
方
相
氏
は
黄
金
で
四
ツ
目
の
仮
面
を
被
っ
て
い
た
事
か

ら
平
安
時
代
に
は
鬼
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
追
儺
の
行
事
が
追
儺
祭
と
し
て
諸
国
の
寺
社
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
民
間
に
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
太
陽
暦（
新
暦
）が
用
い
ら
れ
た
の
は
明
治
六
年
の
元
旦（
旧
暦
の
十
二
月
三
日
）か
ら
で
し
た
。
百
五
十
年
が
経
ち
ま

す
が
、
旧
暦
の
考
え
方
は
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
節
分
は
旧
暦
の
正
月
元
旦
か
ら
七
日
ま
で
の
間
に
当
た
る
事
が
多

い
た
め
、
古
く
か
ら
正
月
と
節
分
と
が
同
義
に
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
尚
、
閏
年
で
は
節
分
が
旧
正
月
の
年
内
に
来
る
事
も

あ
り
ま
す
が
、
令
和
六
年
の
旧
正
月
は
二
月
十
日
で
し
た
。

　
当
社
で
は
、午
前
九
時
か
ら
節
分
祭
が
行
わ
れ
、祭
典
中
に
は
弓
の
弦
を
鳴
ら
し
て
災
厄
を
祓
う
鳴
弦
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
職
二
名
に
よ
り
「
福
は
内
、
福
は
内
、
鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
舞
殿
よ
り
福
豆
が
撒
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
本
年
は
撒
豆
式
が
四
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
ら
く
陸
奥
部
屋
の
力
士

の
皆
様
に
御
奉
仕
頂
い
て
参
り
ま
し
た

が
、
陸
奥
親
方
の
定
年
に
よ
り
部
屋
が
閉

鎖
さ
れ
る
事
に
な
り
、
在
籍
力
士
の
皆
様

は
時
津
風
一
門
の
部
屋
に
移
ら
れ
ま
し

た
。
氷
川
神
社
と
陸
奥
部
屋
の
御
縁
は
大

宮
出
身
で
あ
っ
た
若
葉
山
関
が
在
籍
し
た

双
葉
山
道
場
が
大
宮
に
道
場
を
構
え
て
い

た
事
に
始
ま
り
ま
す
。
双
葉
山
道
場
は
、

時
津
風
・
立
田
川
・
陸
奥
部
屋
と
継
承
さ

れ
御
縁
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
の

皆
様
の
更
な
る
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に

も
年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹

ん
で
御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、

五
穀
豊
穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を

祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

祭
事
暦

一
月
　
一
日　
歳
旦
祭

　
　
　
二
日　
日
供
始
祭

　
　
　
三
日　
元
始
祭

　
　
　
七
日　
昭
和
天
皇
遙
拝
式

　
　
十
五
日　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　
（
兼
題　
和
）

　
　
　
　
　
　
成
人
祭

二
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
三
日
　
節
分
祭

　
　
　
　
　
　
撒
豆
式

　
　
　
七
日
　
的
神
事

　
　
十
一
日
　
紀
元
祭

　
　
十
二
日
　
初
午
祭（
稲
荷
神
社
）

　
　
十
五
日
　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　（
兼
題　
紅
梅
）

　
　
十
七
日　
祈
年
祭

　
二
十
三
日　
天
長
祭

三
月
　
一
日　
月
次
祭　

　
　
十
五
日　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　（
兼
題　
早
蕨
）

　
　
　
　
　
　
郷
神
楽
祭

　
　
二
十
日
　
春
分
祭

　
　
　
　
　
　
皇
霊
殿
遥
拝
式

春
迎
え
の
神
事 

― 

節
分 

―

本年の撒豆式
（旧陸奥部屋・時津風部屋力士）

昭和30年代の撒豆式の特別年男
時津風部屋、元小結の若葉山関（中央）



第二十九号武　蔵　一　宮（５）

　

令
和
六
年
の
正
月
は
穏
や
か
な
陽

気
に
恵
ま
れ
、一
日
は
約
九
十
万
人
、

二
日
は
約
五
十
万
人
、
三
日
は
約

六
十
万
人
で
、
三
が
日
の
初
詣
参
詣

者
数
は
約
二
百
万
人
で
し
た
。

　

一
日
に
は
三
の
鳥
居
付
近
に
て
大

宮
鳶
職
組
合
に
よ
る
大
宮
若
鳶
会
の

は
し
ご
乗
り
が
、
二
日
、
三
日
に
は

第
一
駐
車
場
に
埼
玉
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
献
血
バ
ス
が
運
行
、
三

日
に
は
舞
殿
に
て
大
宮
能
楽
研
究
会

に
よ
る
謡
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
月
特
別
紙
朱
印
は
一
月
一
日
よ

り
授
与
を
開
始
、
準
備
分
の
二
万
枚

は
一
月
十
二
日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
干
支
の
土
鈴
や
一
刀
彫
、
箱

型
の
御
力
守
や
干
支
絵
馬（
大
・
小
）

を
限
定
で
授
与
し
ま
し
た
。

正
月
三
が
日

正
月
の
恒
例
行
事

正
月
特
別
紙
朱
印　

正
月
限
定
守

社
頭
往
来

　

一
月
十
一
日
、
氏
子
総
代
・
評
議

員
約
八
十
名
参
列
の
も
と
新
年
の
初

祈
祷
祭
を
行
い
、
皆
様
の
無
病
息
災

と
御
活
躍
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

氏
子
総
代
初
祈
祷
祭



武　蔵　一　宮 （６）第二十九号

　

一
月
二
十
三
日
、
大
宮
消
防
署
の

指
導
の
も
と
、
放
水
や
消
火
器
を
用

い
た
消
火
訓
練
、
避
難
訓
練
、
負
傷

者
搬
送
訓
練
、
文
化
財
搬
出
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
大
宮
ブ
ロ
ッ

ク
消
防
団
及
び
大
宮
消
防
署
職
員
に

よ
る
火
災
防
御
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

二
月
十
二
日
、
春
の
婚
礼
展
と
し

て
ア
イ
テ
ム
展
示
会
並
び
に
新
規
御

相
談
会
及
び
模
擬
結
婚
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
尚
、
新
規
相
談
会
の
み

は
一
月
二
十
日
、
三
月
三
十
日
に
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
月
十
四
日
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
の
佐
野
秀
彦
代
表
取
締
役
社
長
、

長
澤
徹
監
督
が
玉
串
を
捧
げ
、
今
期

の
必
勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

二
月
十
八
日
、
境
内
の
稲
荷
神
社

に
て
鳥
居
の
奉
納
を
さ
れ
た
松
本
雄

太
様
御
家
族
様
参
列
の
も
と
、
奉
納

奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

二
月
九
日
、
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ　

Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｅ
埼
玉
大
会
が
呉
竹
荘
で
行
わ
れ
、

南
家
果
林
様
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き

ま
し
た
。
２
０
２
４
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ　

Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｅ
埼
玉
は
埼
玉
県
の
魅
力
を
、

地
酒
を
通
し
て
発
信
し
、
地
域
活
性

や
観
光
誘
致
な
ど
様
々
な
役
割
を
担

う
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
す
。

防
災
訓
練

春
の
婚
礼
展
開
催

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
必
勝
祈
願

稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
奉
告
祭 写真提供：大宮アルディージャ

２
０
２
４
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

埼
玉
大
会
開
催

グランプリ受賞
南家果林様

ファイナリストの６名様
境内の酒樽前にて
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三
月
一
日
よ
り
三
月
三
十
一
日
ま

で
、
御
本
殿
の
西
側
待
合
所
に
て
埼

玉
県
神
社
庁
主
催
の
「
神
主
さ
ん
と

神
社
を
学
ぼ
う
！
」
の
一
環
で
「
埼

玉
の
神
社　

御
朱
印
展
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

三
月
十
三
日
、
お
手
洗
い
や
休
憩

所
な
ど
の
多
目
的
施
設
「
氷
川
の
社

ゆ
う
す
い
て
ら
す
」
建
設
に
あ
た
り

地
鎮
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

三
月
十
六
日
よ
り
春
の
特
別
紙
朱

印「
鎮
花
祭
」、ま
た
春
の
限
定
お
守
り

　

三
月
十
日
、
独
立
リ
ー
グ
の
埼
玉

武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ
の
角
晃
多
代

表
取
締
役
社
長
、
西
崎
幸
広
監
督
、

町
田
隼
乙
キ
ャ
プ
テ
ン
が
玉
串
を
捧

げ
、今
期
の
必
勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
日
、
埼
玉
県
煎
茶
道
連

盟
の
献
茶
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
勅

使
館
及
び
呉
竹
荘
で
は
春
の
茶
会
が

開
催
、さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人
様
、

松
風
花
月
流
家
元
高
野
楓
石
様
、
蕉

風
流
家
元
小
林
蕉
園
様
他
約
二
百
名

の
参
加
者
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茶
席　
八
雲
清
雅
会　
石
井
清
雲

　
　
　
静
風
流　
　
　
中
谷
光
壽

　
　
　
和
楽
会　
　
　
齋
藤
芳
恭

埼
玉
の
神
社
御
朱
印
展

氷
川
の
社
ゆ
う
す
い
て
ら
す
地
鎮
祭

新
陰
流
正
伝
上
泉
会
奉
納
演
武

埼
玉
県
煎
茶
道
連
盟　

献
茶
式

埼
玉
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

必
勝
祈
願

春
の
特
別
紙
朱
印  

「鎮
花
祭
」

春
の
限
定
お
守
り  

「咲
守
」

「
咲
守
」の
授
与
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
七
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

舞
殿
に
て
新
陰
流
正
伝
上
泉
会
会
長

ⓒ埼玉武蔵ヒートベアーズ

島
正
紀
氏
他
会
員
に
よ
り
演
武
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。



武　蔵　一　宮 （８）第二十九号

埼
玉
県
神
社
庁
主
催 

「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」

　

三
月
二
十
四
日
、
境
内

に
て
埼
玉
県
神
社
庁
主
催

の
教
化
事
業
「
神
主
さ
ん

と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
境
内
案

内
、
神
話
カ
レ
ン
ダ
ー
原

画
展
、
越
谷
市
「
神
明
囃

子
連
中
」 

、
神
楽
舞
・
雅

楽
の
奉
奏
、
声
優
の
中
山

さ
ら
氏
に
よ
る
神
話
読
み

語
り
、
御
朱
印
帳
作
り
や

祓
詞
浄
書
体
験
、
版
木
刷

り
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
共
催
で
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
神

道
入
門
講
座（
埼
玉
県
神

社
庁
武
田
淳
参
事
）」、「
斎

宮
・
斎
王
と
は
何
か
？（
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進

機
構
助
教
木
村
大
樹
先

生
）」、「
一
の
宮
と
は
何

か
？（
國
學
院
大
學
名
誉

教
授
岡
田
莊
司
先
生
）」

の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

越谷市「神明囃子連中」

神楽舞奉奏

雅楽奉奏

神道講座 岡田先生

祓詞浄書体験

神話カレンダー原画展

神話読み語り

神道講座 木村先生

御朱印帳作り

版木刷り体験

境内案内

神道講座 武田先生
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同
日
開
催
と
し
て
参
道
で
は
大
宮
の

グ
ル
メ
が
集
ま
る
『
氷
川
マ
ル
シ
ェ
』
を

開
催
、
十
五
店
舗
が
出
店
致
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
中
央
青
年
会
議
所
会
員
の
皆
様

は
参
道
石
畳
に
百
本
の
和
傘
を
設
置
す

る
「
和
傘
の
参
道
」、
二
次
元
コ
ー
ド
を

用
い
た
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
！
大
宮
マ
ス

タ
ー
ク
イ
ズ
」、
鉄
道
の
ま
ち
ブ
ー
ス
と

し
て
二
の
鳥
居
近
く
で「
ミ
ニ
新
幹
線（
協

力
：
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）」
を
走
行
、
境
内
で

は
盆
栽
ブ
ー
ス
と
し
て
「
盆
栽
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
協
力
：
大
宮
盆
栽
美
術
館
）」

開
設
と
盆
栽
村
の
各
園（
藤
樹
園
、
清
香

園
、
芙
蓉
園
、
蔓
青
園
、
松
雪
園
、
九

霞
園
）の
盆
栽
展
示
、
漫
画
ブ
ー
ス
と
し

て
「
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー（
協
力
：
大
宮
漫

画
会
館
）」
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

和傘の参道盆栽村の各園の盆栽展示似顔絵コーナー

ミニ新幹線

同
日
開
催

「氷
川
マ
ル
シ
ェ
」

「埼
玉
中
央
青
年
会
議
所
事
業
」

（1段目左より）氷川ブリュワリー／氷川の杜YAKUMO／玉進／木下製餡／かのうや
（2段目左より）台湾茶房e-one／喜多山製菓／SidiBou／かどや／FUCURAMU COFFEE ROASTERY
（3段目左より）YUMMY／リストランテオガワ／okuda.ham／Wayo kebab／石井まさるのお花やさん
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全
国
に
約
二
八
〇
社
あ
る
氷
川
神
社
の
分
社
、
そ
の
中
か
ら
獅
子
舞
の
奉
納
が
あ

る
分
社
を
御
紹
介
致
し
ま
す

分
社
紹
介

　

現
在
、
２
㎞
の
参
道
両
脇
に
は

約
六
五
〇
本
の
高
木
が
あ
り
、そ
の

65
％
は
ケ
ヤ
キ
が
茂
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
九
年
に
つ
く
ら
れ
た
新
民

謡
「
大
宮
を
ど
り
」
に
は
「
並
木

十
八
丁
鉾
杉
つ
づ
き
」
と
唄
わ
れ

る
ほ
ど
の
杉
並
木
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
幕
府
の
役
人
の
村
尾
嘉
陵

は『
中
山
道
大
宮
紀
行（
文
政
二
年・

一
八
一
九
）』
の
中
で
、
境
内
の
様

子
と
と
も
に
参
道
に
は
松
や
杉
が

空
も
見
え
な
い
ほ
ど
に
茂
っ
て
い

る
と
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
を
知
る
資
料
と
し
て
『
武

蔵
国
一
宮
氷
川
神
社
宮
中
絵
図
面

（
寛
政
二
年
・
一
七
九
〇
）』
が
あ

り
ま
す
。
そ
ち
ら
に
は
松
並
木
が

描
か
れ
て
お
り
、
現
在
と
は
全
く

趣
の
異
な
る
参
道
で
あ
っ
た
と
想

像
さ
れ
ま
す
。

氷
川
参
道
の
木
々
の
移
り
変
わ
り

昭和初期の杉並木の参道
『氷川の杜を訪ねて』より

現在のケヤキ
並木の参道

氷
川
八
幡
神
社

鎮
座
地　
和
光
市
下
新
倉

　
　
　
　
　
三-

一
三-

三
三

獅
子
舞　

�

和
光
市
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
。
十
月
中
旬
の
秋
祭
に
奉

納
。

写真提供：和光市企画部秘書広報課

（
溝
沼
）氷
川
神
社

鎮
座
地　
朝
霞
市
溝
沼

　
　
　
　
　
六-

二
三-

一

獅
子
舞　

�

朝
霞
市
指
定
無
形
文
化
財
。

四
月
、
十
月
の
第
一
週
の
日

曜
日
に
奉
納
。

写真提供：朝霞市教育委員会

（
下
戸
田
）氷
川
社

鎮
座
地　
戸
田
市
中
町

　
　
　
　
　
一-

二
八-

七

獅
子
舞　

�

戸
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
。
夏
祭
の
七
月
十
五
日
と

秋
祭
の
十
月
十
五
日
に
近
い

土
日
。

写真提供：戸田市立郷土博物館

江戸期の松並木の参道
『武蔵国一宮氷川神社宮中絵図面』より
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（
敬
称
略
）

一
月
　
八
日
　
さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人

　
　
　
十
日
　
衆
議
院
議
員　
枝
野
幸
男

　
　
　
十
日
　
埼
玉
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
十
七
日
　
埼
玉
県
神
社
庁
庁
長
高
麗
文
康

　
　
十
八
日
　
大
宮
観
光

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会

　
二
十
一
日
　
解
脱
会
埼
玉
教
区
女
性
部

　
二
十
三
日
　
㈱
Ｆ
Ｍ　
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５

　
二
十
三
日
　
氷
川
ほ
た
る
の
会

　
二
十
六
日
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
二
十
八
日
　
白
金
猿
町
町
会（
東
京
）

　
二
十
八
日
　
茨
城
町
八
社
会

二
月
　
四
日
　
阿
含
宗
埼
玉
道
場

　
　
　
九
日
　
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ　
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
十
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
　
十
四
日
　
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

　
　
十
五
日
　
埼
玉
県
神
道
青
年
会

　
二
十
一
日
　
上
田
市
倫
理
法
人
会

　
二
十
五
日
　
白
和
瀬
神
社（
福
島
）

三
月
　
七
日
　
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
理
事
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
　
　
七
日
　
神
道
婦
人
会
研
修
会

　
　
　
十
日
　
埼
玉
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

　
　
　
十
日
　
福
神
講

　
　
十
二
日
　
皇
光
道
柔
術

　
　
十
七
日
　
新
陰
流
正
伝
上
泉
会

　
　
十
七
日
　
武
蔵
菊
花
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
総
会

　
二
十
四
日
　
氷
川
マ
ル
シ
ェ

　
二
十
六
日
　
神
奈
川
県
神
社
庁

　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
神
社
参
拝
団

　
二
十
八
日
　
埼
玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部
総
会

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

一
月
の
奉
納
献
華

二
月
の
奉
納
献
華

三
月
の
奉
納
献
華

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
芳
名
を

紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・
Ｉ　
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ろ
で
ゅ
ー
す

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ

・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校

・
崇
教
真
光
大
宮
準
道
場

・
大
和
証
券
㈱
大
宮
支
店

・
み
ず
ほ
証
券
㈱
大
宮
支
店

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

・
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
支
社
大
宮
西
営
業
所

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼 桂古流　　　　高橋典花

草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　小林華侊

　
此
度
、
株
式
会
社
柳
沢
ガ
ー
デ
ン
様
よ
り
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
二
本
御
奉
納

頂
き
ま
し
た
。
御
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
奉
納

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　小林華侊

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　小林華侊

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩天津神社付近

明治天皇御親祭150年祭記念碑付近
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第
三
十
号
は
七
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

ホーム
ページ

インスタ
グラム

エックス
（旧Twitter）

　夏の特別紙朱印の
他、最新のお知らせは
ホームページ、SNSで
お知らせ致します。神
楽土鈴は、諸般の事情
から現在の在庫を以っ
て授与終了する事にな
りました。

発行　令和６年４月15日　　発行所　氷川神社社務所　　印刷所　株式会社 秀飯舎
写真協力　氷川八幡神社　（下戸田）氷川社　（溝沼）氷川神社　宮野信昭　中村写真館　工藤裕之

さいたま市大宮区高鼻町１-407　電話 048-641-0137　https://musashiichinomiya-hikawa.or.jp

五
月
、
六
月
の
行
事
・
催
事
の
ご
案
内

お
お
み
や
盆
栽
春
ま
つ
り

第
四
十
三
回 

大
宮
薪
能

夏
越
大
祓
の
御
案
内

蛍
放
生
祭
及
び
鑑
賞
会

・
日
程　

�
五
月
三
日（
金
・
祝
）～
五
日（
日
・
祝
）

・
会
場　
舞
殿（
協
力
会
場
）

　
　
　
　
大
宮
駅
東
口
銀
座
通
り（
三
日
の
み
）

・
日
程　
五
月
二
十
四
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
二
十
五
日（
土
）

・
会
場　
舞
殿

・
日
程　
放
生
祭　
六
月
八
日（
土
）

　
　
　
　
鑑
賞
会　
六
月
八
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
日（
日
）

・
放
生
祭
斎
場　
舞
殿

・
鑑
賞
会
会
場　
本
殿
西
側
水
路
、蛇
の
池

さいたま市商業振興課
048-829-1364

（土・日・祝休）

お問い合わせ先

（公社）さいたま観光国際協会
048-647-8339

（土・日・祝休）

お問い合わせ先

氷川マルシェ
同時開催

茅の輪守
大・小
各1,000円

6月22日より
授与開始です

・
神
事
日
程

　
六
月
三
十
日（
日
）

　
　
午
後
二
時
～

・
斎
場　
舞
殿

特別紙朱印
蛍　5/25～

特別紙朱印
茅の輪くぐり　6/22～


